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毘
沙
門
天
が
眷
属
を
連
れ
、
水
上
を
遊
行
す
る
。
こ
う
し
た
図
像
は
後
述
す
る
よ
う
に

敦
煌
莫
高
窟
出
土
絵
画
に
見
ら
れ
、「
行
道
天
王
図
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
こ
の
「
行
道
天

王
図
」
は
唐
末
〜
五
代
・
北
宋（
九
〜
十
世
紀
）と
さ
れ
る
作
例
が
数
例
知
ら
れ
る
の
み
で

あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
静
嘉
堂
に
所
蔵
さ
れ
る
『
西
域
出
現
古
経
断
片
帖
』
の
中
に
は
、
遼

時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
眷
属
を
連
れ
て
水
上
を
ゆ
く
版
本
の
護
法
神
像
の
姿
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
断
片
帖
に
つ
い
て
は
西
脇
常
記
に
よ
り
す
で
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る（
註
1
）。

ま
た
西
脇
は
「
護
法
神
王
図
」
に
つ
い
て
も
、
契
丹
蔵（
遼
蔵
）お
よ
び
金
蔵
に
付
さ
れ
る

扉
絵
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

本
稿
は
西
脇
に
よ
っ
て
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
「
護
法
神
王
図
」
の
図
像
的
性
質
に
つ

い
て
「
行
道
天
王
図
」
と
の
類
似
を
指
摘
し
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
「
行
道

天
王
図
」
の
展
開
を
示
す
資
料
と
し
て
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
断
片
帖
の
概
要

　
『
西
域
出
現
古
経
断
片
帖
』
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
西
脇
に
よ
る
紹
介
が
あ
り
、
そ

れ
以
前
に
も
荣
新
江
が
各
帖
所
収
の
断
片
を
総
覧
し
て
い
る（
註
2
）。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
簡

略
に
概
要
を
述
べ
る
に
留
め
、
静
嘉
堂
へ
の
伝
来
経
緯
な
ど
些
か
の
情
報
を
付
加
し
た
い
。

　
『
西
域
出
現
古
経
断
片
帖
』（
函
架
番
号
：
一
〇
五
函
十
二
架
）は
、
経
典
断
片
な
ど
を
台

紙
に
貼
り
付
け
た
断
片
帖
で
あ
る
。
八
帖
か
ら
な
り
、
一
帙
に
ま
と
め
て
保
管
さ
れ
て
い

〈
資
料
紹
介
〉
静
嘉
堂
所
蔵
『
西
域
出
現
古
経
断
片
帖
』
所
収
「
護
法
神
王
図
」

─
い
わ
ゆ
る
「
行
道
天
王
図
」
と
の
関
係
を
中
心
に
─

大
沼　
陽
太
郎

る
。
帙
に
は
「
西
域
□
□
□
□
□
断
片
帖　

八
本
」
と
記
す
箋
が
付
さ
れ
、
第
一
帖
の
上

に
「
西
域
出
現
古
経
断
片
帖　

八
本
」
の
題
箋
が
付
属
す
る
。
第
五
帖
の
み
法
量
が
や
や

小
さ
く
、
独
立
し
た
帙
と
外
題
が
付
く
。

　

各
帖
と
も
折
帖
形
式
で
、
厚
さ
約
〇
・
二
㎜
の
台
紙
片
面
に
経
典
断
片
を
貼
り
付
け

る
。
見
開
き（
二
面
）ご
と
に
頁
数
と
見
開
き
内
の
収
録
断
片
数
を
墨
書
す
る（
例
「
第
十

三
頁
共
四
紙
」
）。

　

各
帖
の
法
量
は
、
第
五
帖
以
外
が
縦
三
一
・
三
㎝
、
横
一
七
・
四
㎝
（
閉
じ
た
状
態
・

表
紙
含
む
）、
第
五
帖
が
二
六
・
三
㎝
、
横
一
六
・
〇
㎝
で
あ
る
。

　

ま
た
各
帖
に
は
、
白
地
に
黒
で
卍
繋
ぎ（
紗
綾
形
）文
を
表
す
織
物
に
被
わ
れ
た
表
紙
が

付
く
。
い
ず
れ
の
帖
の
表
紙
に
も
、
以
下
に
示
す
題
箋
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
加
え
て
静
嘉

堂
の
管
理
番
号
と
「Y

K
3171

」
と
記
さ
れ
る
ラ
ベ
ル
が
貼
り
付
け
ら
れ
る
。

第
一
帖
「
北
魏
以
来
写
経
残
字〈
出
吐
魯
番
素
文
珍
蔵
〉八
十
五
」

第
二
帖
「
晋
宋
以
来
印
版
蔵
経〈
出
吐
魯
番
素
文
珍
蔵
〉八
十
七
号
」

第
三
帖
「
六
朝
以
来
写
経
残
字〈
庚
戌
仲
冬
素
文
蔵
〉八
十
四
号
」
に
朱
文
円
印

　
　
　
　
（「
号
」
字
は
題
箋
と
表
紙
本
紙
に
か
か
る
）

第
四
帖
「
六
朝
人
写
経
残
字〈
辛
亥
十
月
吐
魯
番
出
土
素
文
題
〉八
十
一
号
」
に
朱
文
円
印

第
五
帖（
外
題
）「
六
朝
準
部
写
経
残
字〈
辛
亥
秋
素
文
〉」
に
朱
文
方
印

第
五
帖（
内
題
）「
六
朝
準
部
写
経
残
字〈
辛
亥
秋
素
文
〉」
に
朱
文
葉
形
印

第
六
帖
「
高
昌
出
土
写
経
残
字〈
宜
統
辛
亥
六
月
素
文
珍
蔵
〉八
十
二
号
」

第
七
帖
「
高
昌
出
土
刻
経
残
紙〈
辛
亥
初
秋
玉
書
書
〉八
十
八
号
」
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第
八
帖
「
古
高
昌
出
土
残
経〈
辛
亥
七
月
素
文
題
〉八
十
三
」

　
　
　
　
（「
三
」
字
は
「
二
」
あ
る
い
は
「
七
」
と
記
し
た
上
か
ら
太
い
字
で
上
書
き
す
る
）

　

各
題
箋
に
は
「
八
十
一
」
か
ら
「
八
十
八
」
の
数
字
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
数
字
の
順
番

は
現
在
の
静
嘉
堂
の
管
理
番
号
と
は
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
静
嘉
堂
に
お
け
る

管
理
番
号
を
用
い
る
。

　

第
三
帖
に
「
庚
戌
仲
冬
」、
第
四
帖
に
「
辛
亥
十
月
」、
第
五
帖
に
「
辛
亥
秋
」、
第
六

帖
に
「
宜
統
辛
亥
六
月
」、
第
七
帖
に
「
辛
亥
初
秋
」、
第
八
帖
に
「
辛
亥
七
月
」
の
年
紀

が
記
さ
れ
る
。
第
六
帖
に
「
宜
統
」
と
あ
る
た
め
、
清
・
宜
統
二
年
（
一
九
一
〇
・
庚
戌

年
）お
よ
び
宜
統
三
年（
一
九
一
一
・
辛
亥
年
）に
断
片
帖
は
作
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

「
素
文
珍
蔵
」「
素
文
題
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
「
素
文
」
は
、
新
疆
の
財
務
官
で
あ
っ
た
梁

素
文
の
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
を
指
す（
註
3
）。
西
脇
に
よ
れ
ば
、
梁
素
文
旧
蔵
品
は
、
中

国
国
家
図
書
館
や
東
京
大
学
総
合
図
書
館
等
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う（
註
4
）。

　

加
え
て
、
例
え
ば
第
一
帖
第
六
頁
に
お
い
て
「
此
与
前
葉
書
法
同
為
一
紙
／
頗
似
鍾
元

常
荐
李
直
表
／
永
恩
記
」「
永
恩
」（
朱
文
楕
円
印
）
と
あ
る
よ
う
に
、
清
末
に
新
疆
莎
車
県

（
ヤ
ル
カ
ン
ド
）等
の
知
事
を
務
め
た
段
永
恩
の
跋
文
が
傍
に
付
さ
れ
る
頁
も
あ
る
。

　

な
お
静
嘉
堂
の
典
籍
受
入
台
帳（『
静
嘉
堂
文
庫
図
書
登
録
簿
』
Ⅵ
、
八
七
頁
）の
本
帖
の

備
考
欄
に
は
「
男
爵
御
手
許
ヨ
リ
入
。
黒
板
勝
美
博
士
ヨ
リ
購
入
ノ
モ
ノ
」
と
記
さ
れ
る
。

こ
の
記
述
は
黒
板
勝
美
（
一
八
七
四
〜
一
九
四
六
）
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
、
も
と
男
爵

（
岩
﨑
小
彌
太〈
一
八
七
九
〜
一
九
四
五
〉か
）の
手
元
に
あ
り
、
の
ち
に
静
嘉
堂
に
入
っ
た

こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る（
註
5
）。
た
だ
し
同
登
録
簿
に
年
紀
は
な
く
、
受
入
年
代

は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
荣
新
江
は
静
嘉
堂
文
庫
元
司
書
・
増
田
晴
美
よ
り
の
伝
聞
と
し

て
岩
﨑
小
彌
太
が
一
九
三
五
年
前
後
に
中
国
書
商
か
ら
購
入
し
た
も
の
と
記
す
が（
註
6
）、

少
な
く
と
も
購
入
元
の
情
報
は
誤
伝
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
護
法
神
王
図

　

第
八
帖
（「
古
高
昌
出
土
残
経
」
）
の
十
三
頁
に
護
法
神
王
図
一
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
る

【
口
絵
５
】。
断
片
の
法
量
は
縦
一
六
・
八
㎝
、
横
一
四
・
六
㎝
で
あ
る
。
断
片
は
波
形
の

界
線
に
よ
っ
て
画
さ
れ
、
内
部
に
像
が
表
さ
れ
る
。
左
端
に
は
武
装
像
の
上
半
身
の
左
半

分
が
残
り
、
右
脇
に
眷
属
が
、
背
後
に
水
景
と
山
景
、
そ
の
上
に
空
中
を
花
が
飛
ぶ
。
武

装
像
は
火
炎
の
つ
く
頭
光
を
と
も
な
い
、
天
冠
を
被
る
。
冠
繪
が
風
に
は
た
め
き
、
口
元

に
は
髭
が
確
認
で
き
る
。
眷
属
は
山
羊
の
よ
う
な
二
本
の
角
を
有
し
、
牙
を
下
出
し
、
長

大
な
棒
状
の
武
器
を
右
手
に
も
ち
肩
に
担
ぐ
。
武
装
像
、
眷
属
像
と
も
雲
気
に
包
ま
れ
、

眷
属
像
を
包
む
雲
気
は
右
奧
方
向
に
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
第
五
帖
（「
六
朝
準
部
写
経
残
字
」
）
十
五
頁
の
右
下
に
は
、
第
八
帖
の
護
法
神
王

図
と
同
様
の
波
状
の
界
線
を
有
す
る
断
片
が
確
認
で
き
る【
口
絵
６
】。
断
片
は
最
も
下
の

大
断
片
と
、
そ
の
上
部
に
付
随
す
る
類
似
の
色
と
質
感
を
有
す
る
三
つ
の
小
断
片
か
ら
な

り
、
大
断
片
の
法
量
は
縦
一
一
・
四
㎝
、
横
一
四
・
六
㎝
で
あ
る
。
大
断
片
に
は
沓
と
吊

腿（
脚
絆
）、
袴
を
着
け
た
二
つ
の
脚
、
そ
し
て
台
座
が
見
え
、
武
装
像
の
脚
部
と
台
座
と

考
え
ら
れ
る
。
台
座
中
央
に
は
武
装
像
の
帯
の
先
が
垂
下
し
、
台
座
前
の
足
下
に
は
角
形

や
球
形
の
宝
が
配
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
二
つ
の
断
片
は
、
台
東
区
立
書
道
博
物
館
の
中
村
不
折
蒐
集
資
料
と
同
版
と

見
ら
れ
る
断
片
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
中
村
不
折
蒐
集
資
料
の
『
晋
唐
屑
玉
雑
巻
』（
№
１

７
０
）第
十
九
片
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
四
残
片
」【
挿
図
１
】は
、
静
嘉
堂
断
片
に
は

な
い
右
上
部
が
残
り
、
波
形
の
界
線
の
形
状
が
一
致
す
る
他
、
水
景
の
波
線
の
間
隔
、
空

中
を
飛
ぶ
花
や
宝
、
雲
気
の
表
現
な
ど
が
極
め
て
よ
く
類
似
す
る
。
書
道
博
本
に
は
「
護

法
神
王
」
の
墨
書
が
あ
り
、
こ
の
武
装
像
が
同
名
で
表
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま

た
続
く
『
大
般
若
経
』
の
字
数
や
文
字
数
は
契
丹
蔵
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
註
7
）。

　

ま
た
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
写
本
研
究
所
蔵
西
域
・
西
夏
出
土
資
料
の
う
ち

T
K

274

とT
K

275

【
挿
図
２
】、Д

x11572

【
挿
図
３
】、Д

x11576

【
挿
図
４
】も
図
柄
が

一
致
す
る
。
こ
の
う
ちT

K
274

とT
K

275

は
黒
水
城
（
カ
ラ
ホ
ト
）
の
出
土
品
で
あ
る
。

T
K

274
に
は
「
仏
説
長
阿
含
経
第
四
分
世
記
経
阿
須
倫
品
第
六
」
と
題
が
続
き
、
西
脇
に

よ
れ
ば
紙
背
に
「
長
阿
含
経
巻
第
二
十　

薄
」
と
ペ
ン
書
き
が
あ
り
、
千
字
文
帙
号
と
の

対
照
か
ら
契
丹
蔵
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
い
う（
註
8
）。
な
お
以
上
の
類
例
は
、

西
脇
に
よ
り
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
ベ
ル
リ
ン
・
ト
ル
フ
ァ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
のCh/U

7731

【
挿
図
５
】
も
図
様
が

細
部
ま
で
一
致
し（
註
9
）、Ch/U

8143

に
は
類
似
す
る
界
線
と
「
護
法
神
王
」
銘
が
見
ら
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挿図４　ロシア科学アカデミー東洋写本
　　　　研究所蔵　Дx11576

挿図５　ベルリン・トルファンコレクション
　　　　Ch/U7731 挿図１　台東区立書道博物館蔵『晋唐屑玉雑巻』（№170）

　　　　第19片「大般若波羅蜜多経巻第四残片」

挿図２-１　ロシア科学アカデミー東洋写本研究所蔵
　　　　　TK274

挿図２-２　ロシア科学アカデミー東洋写本研究所蔵
　　　　　TK275

挿図３　ロシア科学アカデミー東洋写本
　　　　研究所蔵　Дx11572

挿図６
ベルリン・トルファン
コレクション　Ch/U8143

挿図７　旅順博物館旧蔵
　　　　断片
　　　　「□（法）神王」銘

挿図８　旅順博物館旧蔵断片
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れ
、
こ
れ
に
『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』
冒
頭
が
続
く【
挿
図
６
】（
註
10
）。

　

ま
た
、
戦
前
に
旅
順
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
た
大
谷
探
検
隊
収
集
断
片
の
う
ち
に
も
同

一
の
界
線
と
「
□
（
法
）
神
王
」
銘
を
記
す
断
片
【
挿
図
７
】、
お
よ
び
足
下
部
分
と
眷
属
部

分
の
断
片【
挿
図
８
】が
確
認
で
き
る（
註
11
）。

　

こ
の
静
嘉
堂
本
と
同
版
な
い
し
酷
似
す
る
版
に
よ
る
「
護
法
神
王
」
像
（
以
下
、
静
嘉
堂

類
本
と
呼
称
）は
、
い
ず
れ
の
類
例
も
筆
者
未
見
の
た
め
紙
質
や
紙
継
ぎ
に
つ
い
て
は
不
確

実
な
部
分
も
あ
る
が
、
描
線
は
細
密
で
線
の
太
さ
が
均
一
で
あ
り
、
カ
ス
レ
や
ツ
ブ
レ
も

な
く
、
版
画
技
術
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
五
代
か
ら
北
宋
以
降
の
版
画
の
特
徴
を
見
て
と

る
こ
と
が
で
き
る（
註
12
）。

　

こ
う
し
た
護
法
神
像
は
、
北
宋
時
代
以
降
、
経
典
の
冒
頭
あ
る
い
は
巻
末
に
付
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
現
存
例
か
ら
確
認
で
き
る（
註
13
）。
ま
ず
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
北

宋
時
代（
十
一
世
紀
）と
さ
れ
る
『
金
剛
経
』
冒
頭
に
は
神
王
像
と
眷
属
像【
挿
図
９
】が
表

さ
れ
る
。
ま
た
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
の
「
観
音
経
絵
巻
」
は
奥
書
か
ら
、
南
宋
・

嘉
定
元
年
（
一
二
〇
八
）
に
雲
間
（
江
蘇
省
松
江
）
の
銭
仲
虎
に
よ
り
開
版
さ
れ
た
版
本
を

元
に
、
鎌
倉
・
正
嘉
元
年（
一
二
五
七
）に
菅
原
光
重
が
経
文
を
筆
写
し
た
も
の
と
知
れ
る

が
、
そ
の
巻
末
に
は
前
述
の
『
金
剛
経
』
冒
頭
版
画
と
同
構
成
の
神
王
像
と
眷
属
像
が
着

色
で
描
か
れ
る
【
挿
図
10
】。
加
え
て
明
清
で
は
経
典
巻
末
に
は
韋
駄
天
像
を
配
す
る
こ
と

が
あ
る
が（
註
14
）、
高
麗
に
は
韋
駄
天
の
如
く
金
剛
杵
を
も
つ
力
士
像
を
巻
頭
に
配
す
る
例

が
確
認
で
き
る（
註
15
）。

　

静
嘉
堂
、
書
道
博
物
館
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ル
リ
ン
に
所
蔵
さ
れ
る
断
片
は
、
こ
う
し
た
経

典
冒
頭
あ
る
い
は
巻
末
に
付
さ
れ
る
護
法
神
王
像
で
あ
り
、
前
述
の
通
り
付
随
す
る
版
本

経
典
か
ら
契
丹
蔵
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
西
脇
に
よ
れ
ば
諸
処
に
蔵
さ
れ

る
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
経
典
群
の
九
〇
％
以
上
は
契
丹
蔵
が
占
め
る
と
い
う（
註
16
）。

　

契
丹
蔵
に
付
さ
れ
る
類
似
の
護
法
神
像
と
し
て
は
、
山
西
省
応
県
の
仏
宮
寺
、
通
称「
応

県
木
塔
」
の
釈
迦
如
来
坐
像
の
胎
内
よ
り
一
九
八
四
年
に
発
見
さ
れ
た
経
典
群
の
う
ち
、

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
四
七
に
付
さ
れ
る
扉
絵【
挿
図
11
】が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
護
法
神

像
は
斜
め
向
き
で
水
上
を
向
か
っ
て
右
か
ら
左
へ
、
右
方
に
長
く
尾
を
引
く
雲
に
乗
っ
て

進
み
、
足
下
に
は
貝
の
よ
う
な
宝
と
「
人
」「
天
」「
王
」
な
ど
の
文
字
が
散
ら
さ
れ
る
。
ま

た
河
北
省
唐
山
・
天
宮
寺
塔
出
土
の
契
丹
蔵
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
冒
頭
に
は
、
応
県
木
塔

挿図９　京都国立博物館蔵『金剛経』扉絵挿図10　メトロポリタン美術館蔵「観音経絵巻」巻末
　　　　鎌倉時代・正嘉元年（1257）
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扉
絵
と
同
様
に
向
か
っ
て
斜
め
左
を
向
い
て
立
ち
雲
に
乗
り
、
山
景
お
よ
び
空
中
の
花
、

そ
の
下
に
三
本
線（
水
景
か
）を
表
す
「
護
法
善
神
」
銘
像
が
付
さ
れ
る【
挿
図
12
】（
註
17
）。

　

さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト
の
サ
キ
ャ
寺
（
薩
迦
寺
）
北
寺
か
ら
見
い
だ
さ
れ
た
、
元
・
憲
宗
六
年

（
一
二
五
六
）
に
燕
京
・
大
宝
集
寺
で
摺
ら
れ
た
版
経
の
う
ち（
註
18
）、『
仏
説
菩
薩
本
行
経
』

の
扉
絵
に
は
、
静
嘉
堂
類
本
と
同
じ
図
像
構
成
を
と
る
像
が
表
さ
れ
て
い
る【
挿
図
13
】。

　

こ
の
よ
う
に
静
嘉
堂
類
本
は
、
契
丹
蔵
の
扉
絵
と
水
景
の
存
在
に
お
い
て
一
致
し
、
そ
の

図
像
構
成
、
す
な
わ
ち
、
①
水
景
、
②
山
岳
景
、
③
異
形
の
眷
属
、
④
空
中
お
よ
び
足
下

の
花
や
宝
、
⑤
脚
を
投
げ
だ
す
よ
う
に
し
て
倚
座
す
る
体
勢
、
は
大
宝
集
寺
本
に
も
見
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
う
ち
④
は
北
宋
・
南
宋
の
護
法
神
像
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
、
③
も
群
像
の

中
に
一
部
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
宋
や
他
地
域
の
護
法
神
像
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴

で
あ
る
。

三
、
行
道
天
王
図
と
の
類
似

　

こ
の
水
景
や
山
景
が
表
さ
れ
る
護
法
神
王
像
と
類
似
す
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
行
道
天

王
図
」
で
あ
る
。

　

絵
画
作
例
で
は
、
敦
煌
莫
高
窟
よ
り
ス
タ
イ
ン
と
ペ
リ
オ
が
請
来
し
た
絹
本
画
、
大
英

博
物
館
蔵Ch.0018

（
ス
タ
イ
ン
絵
画
45
）【
挿
図
14
】お
よ
びCh.xxxvii.002

（
ス
タ
イ
ン
絵

画
26
）【
挿
図
15
】、
ギ
メ
美
術
館
蔵M

G.17666

【
挿
図
16
】が
知
ら
れ
る
。

　

Ch.0018

は
、
背
景
に
青
・
緑
の
山
々
が
見
え
る
大
き
く
広
が
り
白
波
立
つ
水
景
の
上

に
、
小
豆
色
の
長
く
尾
を
引
く
雲
に
乗
っ
た
毘
沙
門
天
と
眷
属
が
斜
め
向
き
で
描
か
れ

る
。
中
央
の
尊
格
は
掌
を
上
に
す
る
左
手
か
ら
発
す
る
雲
気
の
上
に
宝
塔
が
浮
か
び
、
肩

か
ら
は
炎
が
出
で
、
頭
に
は
三
面
の
冠
を
着
け
る
こ
と
が
ら
毘
沙
門
天
と
分

か
る
。
毘
沙
門
天
は
右
側
に
歩
行
し
、
そ
れ
を
功
徳
天
と
思
わ
れ
る
眷
属
が

先
導
す
る
。
毘
沙
門
天
の
後
ろ
に
は
婆
藪
仙
の
よ
う
な
老
相
の
眷
属
、
鎧
を

着
け
た
三
目
の
鬼
形
の
眷
属
、
官
人
形
の
眷
属
、
胡
人
風
の
眷
属
な
ど
、
計

九
尊
が
侍
り
、
最
後
尾
の
眷
属
が
大
き
な
旗
を
掲
げ
る
。
胡
人
風
の
眷
属

は
、
弓
箭
を
構
え
て
上
方
を
見
る
が
、
そ
の
視
線
の
先
に
は
画
面
右
上
方
、

蝙
蝠
の
よ
う
な
羽
を
も
つ
鬼
が
飛
ん
で
い
る（
註
19
）。
画
面
右
上
に
は
短
冊
形

が
配
さ
れ
る
が
題
記
は
な
い
。
な
おCh.0018

に
図
像
が
酷
似
す
る
白
描
粉

本
が
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
ペ
リ
オ
敦
煌
文
書P.5018 (1 )

に
伝
わ
る（
註
20
）。

　

Ch.xxxvii.002

で
は
、
上
端
部
に
山
景
、
下
方
に
は
水
景
が
確
認
で
き

る
。
そ
の
中
央
、
画
面
全
体
に
赤
色
の
隈
取
り
に
よ
り
表
さ
れ
た
雲
気
が

充
満
す
る
上
に
、
裾
の
長
い
金
鎖
甲
を
着
け
、
白
馬
に
乗
っ
て
斜
め
後
方
を

振
り
返
る
像
が
中
央
に
描
か
れ
る
。
こ
の
像
は
肩
か
ら
出
る
炎
や
三
面
の
冠

を
被
る
こ
と
か
ら
毘
沙
門
天
と
考
え
ら
れ
る
。
毘
沙
門
天
の
周
囲
に
は
、
鎧

を
着
た
眷
属
が
十
一
、
笏
を
も
つ
官
人
形
の
眷
属
が
一
、
手
を
合
わ
せ
る
女

挿図13　大宝集寺本『仏説菩薩本行経』扉絵

挿図11　山西省・応県木塔
　　　　釈迦如来坐像胎内納入
　　　　『大方広仏華厳経』巻47扉絵

挿図12　河北省・唐山天宮寺塔出土
　　　　『仏説阿弥陀経』扉絵



性
形
の
眷
属
が
一
の
計
十
三
体
が
取
り
巻
き
、
最
も
近
く
の
鎧
を
着
た
眷
属

が
大
き
な
旗
を
掲
げ
る
。
画
面
上
方
に
は
一
宇
の
堂
舎
が
描
か
れ
、
空
中
に

は
花
が
飛
ぶ
。
下
方
の
水
の
中
に
は
子
供
が
三
体
描
か
れ
、
紅
蓮
華
が
浮
か

ぶ
。
水
景
の
右
下
に
は
摩
竭
魚
が
口
を
開
け
、
そ
の
傍
ら
に
小
さ
な
女
性
形

像
が
捧
げ
物
を
持
っ
て
毘
沙
門
天
を
見
上
げ
る
姿
が
小
さ
く
描
か
れ
る
。
水

中
か
雲
中
か
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
金
色
の
銭
貨
、
火
炎
宝
珠
が
画
面
下

方
に
多
数
表
さ
れ
る
。
画
面
上
方
の
短
冊
形
に
は
「
施
主
徐
漢
栄
一
心
供
養

／
水
路
天
王
行
道
時
」
と
題
記
さ
れ
る
。

　

M
G.17666

は
、
像
の
構
成
はCh.0018

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
特
徴
は
、

毘
沙
門
天
と
眷
属
が
乗
る
、
赤
色
の
輪
郭
線
に
依
っ
て
描
か
れ
た
雲
が
長
く

尾
を
引
い
た
先
に
、
山
の
狭
間
に
立
つ
関
所
の
よ
う
な
大
楼
閣
が
描
か
れ
る

点
に
あ
る
。
本
図
に
も
短
冊
形
が
あ
る
が
題
記
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
遊
行
す
る
毘
沙
門
天
像
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
松
本
栄
一
が
着
目

し
て
い
る（
註
21
）。
松
本
は
『
貞
観
公
私
画
史
』『
圖
畫
見
聞
志
』『
益
州
名
画
録
』

『
宣
和
画
譜
』
に
見
え
る
「
行
道
天
王
」「
遊
行
天
王
」「
過
海
天
王
」
と
い
う
画

題
に
着
目
し
、
こ
れ
を
こ
の
三
図
に
比
定
し
た
。
そ
の
上
で
『
長
阿
含
経
』『
大

樓
炭
経
』『
起
世
経
』『
起
世
因
本
経
』
の
四
天
王
品
に
説
か
れ
る
自
身
の
城
が
あ

る
山
か
ら
出
て
池
を
渡
り
、
夜
叉
を
連
れ
て
領
園
を
遊
行
す
る
天
王
に
当
て

た
。
加
え
て
松
本
はCh.0018

に
描
か
れ
る
飛
行
す
る
眷
属
が
ト
ル
フ
ァ
ン
・

ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
に
確
認
さ
れ
、
水
景
は
描
か
れ
な
い
も
の
の
眷
属
を
連
れ
る

像（
第
四
号
窟
像（
註
22
））が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

ま
た
四
川
盆
地
に
も
、
大
足
石
窟
北
山
五
号
龕
【
挿
図
17
】
や
十
一
号
龕
、

夾
江
千
仏
岩
一
三
四
号
龕
、
一
〇
七
号
龕
な
ど
、
複
数
の
毘
沙
門
天
眷
属
像

が
存
在
す
る
。
大
島
幸
代
は
こ
れ
ら
を
通
覧
し（
註
23
）、
唐
末
か
ら
五
代
に
は
、

勢
力
を
得
た
軍
閥
君
主
が
自
身
の
理
想
の
姿
を
毘
沙
門
天
に
重
ね
、
弥
勒
と

共
に
造
像
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る（
註
24
）。
な
お
四
川
の
作
例
に
は
彫
刻
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
水
景
は
描
か
れ
な
い
が
、
夾
江
千
仏
岩
の
よ
う
に
重
要

な
水
路
の
崖
に
刻
ま
れ
る
な
ど
、
大
島
の
指
摘
す
る
よ
う
に
水
上
交
通
や
水

と
関
連
す
る
場
所
に
造
像
さ
れ
る
こ
と
が
多
い（
註
25
）。
つ
ま
り
環
境
そ
の
も

67　　〈資料紹介〉静嘉堂所蔵『西域出現古経断片帖』所収「護法神王図」─いわゆる「行道天王図」との関係を中心に─

挿図14　大英博物館蔵　行道天王図
　　　　（Ch.0018）

挿図15　大英博物館蔵　行道天王図（Ch.xxxvii.002）挿図16　ギメ美術館蔵　行道天王図
　　　　（MG.17666）

挿図17　大足石窟北山5号龕
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は
多
い
。
ま
ず
応
県
木
塔
出
土
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
四
七
扉
絵
は
、
宝
が
散
ら
さ

れ
る
点
がCh.xxxvii.002

と
類
似
し
、
立
ち
こ
め
る
雲
気
が
画
面
下
方
全
体
を
被
う
点
も

共
通
す
る
。
ま
た
唐
山
・
天
宮
寺
塔
出
土
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
扉
絵
は
そ
の
向
か
っ
て
左

向
き
に
動
く
姿
勢
や
構
図
がM

G.17666

に
類
似
す
る
。

四
、
類
似
の
意
味

　

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
静
嘉
堂
類
本
を
含
む
契
丹
蔵
の
「
護
法
神
王
」
像
が
、「
行
道

天
王
図
」
と
図
像
的
に
類
似
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

毘
沙
門
天
に
眷
属
が
付
き
従
う
群
像
は
、
造
像
年
代
の
比
較
的
限
ら
れ
る
四
川
の
石
窟

に
す
で
に
確
認
で
き
、
ま
た
経
典
に
付
さ
れ
る
絵
画
と
し
て
も
前
述
の
通
り
遺
例
は
少
な

い
が
宋
時
代
に
確
認
で
き
る
。「
行
道
天
王
図
」
は
松
本
栄
一
が
指
摘
す
る
通
り
宋
代
の

画
論
に
画
題
と
し
て
見
ら
れ
、
経
典
扉
絵
に
も
そ
う
し
た
流
行
の
中
で
取
り
入
れ
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。
一
方
で
敦
煌
出
土
の
「
行
道
天
王
図
」
三
幅
は
、
画
風
か
ら
唐
末
〜
五
代
・

北
宋
（
九
〜
十
世
紀
）
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い（
註
26
）。
筆

者
は
三
幅
と
も
実
見
し
て
い
な
い
た
め
判
断
で
き
な
い
が
、
そ
も
そ
も
契
丹
蔵
の
出
土
場

所
が
ト
ル
フ
ァ
ン
や
カ
ラ
ホ
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ら
「
行
道
天
王
図
」
も
敦
煌
か
ら
の
請
来

品
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
にCh.xxxvii.002

と
応
県
木
塔
の
『
大

方
広
仏
華
厳
経
』
巻
四
七
扉
絵
と
の
、
雲
気
を
充
満
さ
せ
足
下
に
宝
を
散
ら
す
画
面
構
成

の
類
似
を
見
る
と
、
敦
煌
出
土
「
行
道
天
王
図
」
の
一
部
が
遼
に
関
連
す
る
可
能
性
も
考

え
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

静
嘉
堂
類
本
の
図
像
が
元
・
憲
宗
六
年（
一
二
五
六
）に
摺
ら
れ
た
大
宝
集
寺
本
に
も
踏

襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
行
道
天
王
図
が
遼
か
ら
金
を
経
て
元
に
至
る
北
方
の
王
朝
の
仏

教
の
な
か
で
保
存
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
奈
良
・
朝
護
孫
子
寺
蔵
「
毘
沙
門
天
像
」

【
挿
図
18
】は
元
時
代
の
作
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
毘
沙
門
天
が
二
眷
属
と
と
も
に
遊
行
す

る
様
を
描
く
。
こ
う
し
た
作
例
も
、
松
本
栄
一
が
列
挙
す
る
よ
う
な
宋
代
画
論
に
お
け
る

「
行
道
天
王
図
」
の
流
行
の
残
影
と
も
取
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
契
丹
蔵
に
お
い
て

同
様
の
図
像
が
保
存
さ
れ
、
元
時
代
ま
で
影
響
を
繋
い
だ
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
ま
た
静
嘉
堂
蔵
「
十
王
図
・
二
使
者
図
」
は
製
作
地
と
年
代
に
つ
い
て
元
時
代

の
が
水
景
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
大
足
石
窟
北
山
五
号
龕
や
夾
江
千
仏
岩
一
五
九
号
龕

の
眷
属
の
一
体
が
炎
髪
を
二
つ
の
角
状
に
逆
立
た
せ
、
棒
状
の
も
の
を
担
ぐ
、
あ
る
い
は

持
っ
て
い
る
点
は
、
静
嘉
堂
類
本
と
の
関
係
上
興
味
深
い
。

　

こ
れ
ら
の
作
例
と
、
さ
き
に
述
べ
た
静
嘉
堂
類
本
の
図
像
的
特
徴
を
照
ら
し
合
わ
せ
て

み
た
い
。

　

①
水
景
、
②
山
岳
景
、
③
眷
属
、
は
敦
煌
莫
高
窟
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た「
行
道
天
王
図
」

三
幅
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
山
羊
頭
で
大
き
な
棒
状
の
も
の
を
持
つ
点
は
、
大

足
石
窟
北
山
五
号
龕
や
夾
江
千
仏
岩
一
五
九
号
龕
な
ど
四
川
の
石
窟
に
類
例
が
見
ら
れ
る
。

　

④
空
中
お
よ
び
足
下
の
花
や
宝
、
の
要
素
はC

h.xxxvii.002

に
見
ら
れ
る
。

Ch.xxxvii.002

で
は
空
中
に
静
嘉
堂
類
本
と
類
似
す
る
花
々
、
眷
属
ら
の
足
下
に
火
炎
宝

珠
と
銭
貨
が
散
ら
さ
れ
る
。

　

⑤
倚
座
形
、
の
要
素
は
「
行
道
天
王
図
」
に
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
先
述
の
宋
代
の
版

経
に
付
さ
れ
る
版
画
に
類
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
静
嘉
堂
類
本
の
図
像
は
敦
煌
出
土
の
「
行
道
天
王
図
」
お
よ
び
四
川
の
毘

沙
門
天
眷
属
像
に
類
似
す
る
点
が
多
い
。

　

ま
た
契
丹
蔵
に
付
さ
れ
る
護
法
神
像
全
体
で
見
て
も
、「
行
道
天
王
図
」
と
の
類
似
点挿図18　奈良・朝護孫子寺蔵「毘沙門天像」
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（
註
15
）　

京
都
国
立
博
物
館
編
『
宋
元
仏
画
』
二
〇
二
五
に
紹
介
さ
れ
る
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
紺
神
銀
字

文
殊
師
利
問
菩
提
経
』（
高
麗
・
忠
烈
王
二
年
／
至
元
十
三
年
・
一
二
七
六
）。
ま
た
同
書
・
同
展

覧
会
で
は
韋
駄
天
が
巻
頭
に
付
さ
れ
る
京
都
・
宝
積
寺
蔵
『
紺
紙
銀
字
法
華
経
・
阿
弥
陀
経
』（
高

麗
・
忠
烈
王
二
十
年
／
至
元
三
十
一
年
・
一
二
九
四
）も
紹
介
さ
れ
た
。

（
註
16
）　

前
掲
註
１
西
脇
書
、
八
九
頁

（
註
17
）　

唐
山
天
宮
寺
塔
の
類
例
は
梶
浦
晋
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
註
18
）　

宿
白「
趙
城
金
蔵
、
弘
法
蔵
和
薩
迦
寺
発
現
的
漢
文
大
蔵
経
残
本
」（
宿
白『
蔵
伝
仏
教
寺
院
考
古
』、

文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
）、
前
掲
註
１
西
脇
書
一
六
〜
二
〇
頁

（
註
19
）　

弓
箭
と
毘
沙
門
天
に
つ
い
て
は
、「
辟
邪
絵
」
と
の
関
連
を
主
眼
に
、
梅
沢
恵
が
論
じ
て
い
る（
梅
沢
恵

「
矢
を
矧
ぐ
毘
沙
門
天
と「
辟
邪
絵
」の
主
題
」『
中
世
絵
画
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
Ⅱ
』青
簡
舎
、
二
〇
一
四
）。

（
註
20
）　
『
西
域
美
術
：
大
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２ 

敦
煌
絵
画
２
』
講
談
社
、
一
九
八
二

の
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
解
説
。

（
註
21
）　

松
本
栄
一
「
第
十
節　

行
道
天
王
図
」（
松
本
栄
一
『
燉
煌
画
の
研
究 

図
像
篇
』
東
方
文
化
学
院

東
京
研
究
所
、
一
九
三
七
）

（
註
22
）　

熊
谷
宣
夫
「
ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
四
号
窟
寺
将
来
の
壁
画
」『
美
術
研
究
』
一
三
八
、
一
九
四
四 

（
註
23
）　

大
島
幸
代
「
四
川
地
域
の
毘
沙
門
天
」（
大
島
幸
代
『
中
国
毘
沙
門
天
造
像
史
』（
博
士
論
文
〈
早
稲

田
大
学
〉）二
〇
二
五
）

（
註
24
）　

大
島
幸
代
「
毘
沙
門
天
信
仰
の
変
容
―
弥
勒
出
世
に
よ
る
成
仏
と
帝
王
の
理
想
視
」（
同
右
）

（
註
25
）　

大
島
幸
代
「
夾
江
千
仏
岩
の
毘
沙
門
天
像
」「
四
川
省
楽
山
市
凌
雲
寺
大
仏
と
左
右
龕
の
毘
沙
門
天

像
」（
同
右
）

（
註
26
）　
『
西
域
美
術
：
大
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２ 

敦
煌
絵
画
２
』
講
談
社
、
一
九
八
二
に

て
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、Ch.0018

を
唐
時
代
（
九
世
紀
）、Ch.xxxvii.002

を

五
代（
十
世
紀
後
半
）と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
な
い
。『
西
域
美
術
：
ギ
メ
美
術
館
・
ペ
リ

オ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
』
講
談
社
、
一
九
九
五
の
秋
山
光
和
の
解
説
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の

解
説
を
受
け
てM

G.17666

を
五
代（
十
世
紀
）と
見
る
。

挿
図
出
典

挿
図
１
：
磯
部
彰
編
『
台
東
区
立
書
道
博
物
館
所
蔵　

中
村
不
折
旧
蔵
禹
域
墨
書
集
成　

巻
下
』
文
部
科
学

省
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究〈
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
〉総
括
班
、
二
〇
〇
五
、
六
六
頁

挿
図
２
：『
俄
羅
斯
科
学
院
東
方
研
究
所
聖
彼
得
堡
分
所
蔵
黒
水
城
文
献
』
四
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

九
七
、
三
六
五
、
三
六
六
頁

挿
図
３
：『
俄
羅
斯
科
学
院
東
方
研
究
所
聖
彼
得
堡
分
所
蔵
敦
煌
文
献
』
一
五
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

〇
〇
、
二
四
八
頁

挿
図
４
：
同
右
、
二
五
三
頁

挿
図
５
、
６
：D

igitales T
urfan-A

rchiv (https://turfan.bbaw
.de/dta/ch_u/dta_chu_index.htm

l)

挿
図
７
：
関
東
局
編
『
旅
順
博
物
館
図
録
』
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
四
三
、
図
版
一
〇
三

挿
図
８
：
同
右
、
図
版
一
〇
二

挿
図
９
：
京
都
国
立
博
物
館
編
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
品
図
版
目
録　

書
籍
編　

中
国
・
朝
鮮
』
京
都
国
立

博
物
館
、
一
九
九
六
、
三
四
頁

と
高
麗
時
代
の
両
説
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
二
使
者
図
」
は
雲
に
乗
っ
て
飛
来
し
、
そ

の
足
下
に
は
多
く
の
宝
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
飛
来
す
る
武
装
神
の
図
像
も
、

元
時
代
に
至
る
ま
で
保
存
さ
れ
た
「
行
道
天
王
図
」
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

本
稿
で
は
図
像
的
類
似
の
み
を
述
べ
、
な
ぜ
契
丹
蔵
に
お
い
て
「
行
道
天
王
図
」
が
扉

絵
に
選
択
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
最
も
重
要
な
思
想
的
背
景
に
関
す
る
考
察
を
行
う
に
及

ば
な
か
っ
た
。
後
考
を
期
し
た
い
。

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館　

学
芸
員
）

（
註
1
）　

西
脇
常
記
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
漢
語
版
本
断
片
に
つ
い
て
（
付
目
録
）」（
西
脇
常
記
『
中
国
古
典
時
代

の
文
書
の
世
界
』
知
泉
書
館
、
二
〇
一
六
・
初
出
『
文
化
史
学
』
六
九
、
二
〇
一
三
）

（
註
2
）　

荣
新
江
『
海
外
敦
煌
吐
魯
番
文
献
知
見
録
』、
江
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六

（
註
3
）　

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
静
嘉
堂
本
の
断
片
は
台
東
区
立
書
道
博
物
館
蔵
の
中
村
不
折
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
『
晋
唐
屑
玉
雑
巻
』（
№
１
７
０
）
と
類
似
す
る
。
こ
の
『
晋
唐
屑
玉
雑
巻
』
は
中
村
不
折
の

著
述
か
ら
新
疆
布
政
使
で
あ
っ
た
王
樹
枏（
一
八
五
二
〜
一
九
三
六
）の
属
令
で
財
務
官
の
梁
素
文

が
、
新
疆
省
北
部
の
迪
化
府
（
ウ
ル
ム
チ
）
に
い
た
際
に
集
め
た
も
の
だ
と
い
う
（
鍋
島
稲
子
「
不

折
旧
蔵
写
経
類
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」（
磯
部
彰
編
『
台
東
区
立
書
道
博
物
館
所
蔵　

中
村
不

折
旧
蔵
禹
域
墨
書
集
成　

巻
下
』
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究
〈
東
ア
ジ
ア
出
版
文

化
の
研
究
〉総
括
班
、
二
〇
〇
五
））。

（
註
4
）　

前
掲
註
１
西
脇
書
、
八
六
頁
お
よ
び
前
掲
註
３
鍋
島
論
文

（
註
5
）　
『
静
嘉
堂
文
庫
図
書
登
録
簿
』
内
の
記
録
の
存
在
は
、
静
嘉
堂
文
庫
元
司
書
・
成
澤
麻
子
氏
よ
り

ご
教
示
を
得
た
。

（
註
6
）　

前
掲
註
２
荣
書
、
一
八
三
〜
一
八
四
頁

（
註
7
）　

前
掲
註
１
西
脇
書
、
八
八
頁

（
註
8
）　

前
掲
註
１
西
脇
書
、
八
八
頁

（
註
9
）　Ch/U

7731

の
類
似
に
つ
い
て
は
梶
浦
晋
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
註
10
）　

こ
の
他
、Ch/U
 7733-a,b

も
類
似
す
る
図
像
を
有
す
る
が
細
部
が
微
妙
に
異
な
る
。

（
註
11
）　

挿
図
８
と
同
頁
に
も
う
一
体
の
護
法
神
像
が
見
ら
れ
る
が
静
嘉
堂
本
と
は
甲
冑
を
中
心
に
図
像
が

や
や
異
な
る
。

（
註
12
）　

小
林
宏
光
「
仏
教
版
画
の
時
代
─
木
版
画
の
誕
生
と
唐
、
北
宋
期
の
発
展
─
」（
小
林
宏
光
『
中
国

版
画
史
論
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
）

（
註
13
）　

京
都
国
立
博
物
館
蔵
本
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
梶
浦
晋
氏
よ
り
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。

（
註
14
）　

梶
浦
晋「
洪
武
南
蔵
か
ら
永
楽
南
蔵
へ
」（
京
都
仏
教
各
宗
学
校
連
合
会
編『
新
編
大
蔵
経
』法
藏
館
、

二
〇
二
〇
、
一
三
三
頁
）
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挿
図
10
：T

he M
et Collection (https://w

w
w

.m
etm

useum
.org/art/collection/search/44849)

挿
図
11
：
山
西
省
文
物
局
『
応
県
木
塔
遼
代
秘
蔵
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
、
一
九
頁

挿
図
12
：『
唐
山
市
豊
潤
区
天
宮
寺
塔
出
土
仏
経
図
録
』
唐
山
市
豊
潤
区
文
物
管
理
委
員
会
他
、
二
〇
一
〇
、

六
頁

挿
図
13
：
中
国
国
家
図
書
館
編
『
第
一
批
国
家
珍
貴
古
籍
名
録
図
録　

第
四
冊
』
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇

〇
八
、
八
八
頁

挿
図
14
：『
西
域
美
術
：
大
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２ 

敦
煌
絵
画
』
講
談
社
、
一
九
八
二
、
図
16

挿
図
15
： 

同
右
、
図
15

挿
図
16
：『
西
域
美
術
：
ギ
メ
美
術
館
ペ
リ
オ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
』
講
談
社
、
一
九
九
五
、
図
77

挿
図
17
：
筆
者
撮
影

挿
図
18
：
奈
良
地
域
関
連
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（https://w

w
w

.nara-w
u.ac.jp/aic/gdb/

m
ahoroba/y38/bisyam

onten/index.htm
l

）よ
り
朝
護
孫
子
寺
様
の
許
可
を
得
て
転
載

〈
謝
辞
〉

当
該
断
片
、
お
よ
び
経
典
に
付
さ
れ
る
護
法
神
像
の
類
例
に
つ
い
て
は
、
註
に
記
す
通
り
、
梶
浦
晋
氏
よ
り

重
要
な
ご
教
示
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
い
感
謝
を
捧
げ
ま
す
。


